
楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

短歌 岡崎登代子さん
（室木神田）

だんだん歳を取ると身
体が思うように動かなく
なり、年中通っている新
幹線ですが、年末年始に
はたくさんのお客さんが
乗っているだろうなぁと
羨ましくなって詠んだ歌
です。新幹線の音は一年
中変わらないのですが。

ちぎり絵 岡松陽子さん
（新延）

山里の静かな風景を思い浮かべなが
ら、ゆったりとした気持ちで作りまし
た。

　

裏
通
る   

新
幹
線
は
気
の
せ
い
か   

　
　
　
　
　

年
末
年
始
は　

重
き
音
せ
り

2010.１−６

黒瀬ミエさん
（中山北区）トールペイント

３人の孫娘に何か心に残る物をと思い、
手描きで羽子板を贈ることにしました。心
を込めて描きましたので、お正月は娘夫婦、
息子夫婦の家で飾られるのが楽しみです。
この羽子板に孫たちが明るく健康に育っ
てくれることを願っています。

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

●
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

戸
締
り
用
心
、
火
の
用
心

●
鞍
手
・
鞍
手
北
幼
稚
園

12
月
11
日
、
鞍
手
幼
稚
園
と
鞍
手
北

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
お
そ
ろ
い
の

ハ
ッ
ピ
姿
で「
火
の
用
心
。
ぼ
く
た
ち
、

私
た
ち
は
火
遊
び
を
し
ま
せ
ん
」
と
力

強
い
声
で
町
内
を
行
進
し
ま
し
た
。
空

気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
。
皆
さ
ん
も

火
の
元
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

11
月
21
日
、「
地
域
防
犯
活
動
と
青
少

年
育
成
」
と
題
し
、
筑
紫
地
区
防
犯
指
導

員
連
絡
会
会
長
の
金
子
昌
隆
さ
ん
を
迎
え
、

中
央
公
民
館
で
鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
地
域
の
区
長
、
公
民
館
長
や
学
校
関

係
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
。
子
ど
も
の
視

点
に
立
っ
た
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
青
少

年
の
育
成
に

つ
い
て
、ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る

語
り
口
調
で

自
身
の
経
験

を
交
え
た
講

話
で
笑
い
あ

り
の
講
演
会

で
し
た
。

卓
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

11
月
29
日
、
町
立
体
育
館
で

第
26
回
鞍
手
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
年

は
30
人
が
参
加
、
競
り
合
う

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

▼
成
績
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
＝
①

田
中　

朗
②
林　

琢
人
▽
２

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
山
本
通

昭
②
田
川　

修
▽
３
位
グ

ル
ー
プ
＝
①
佐
伯
慎
之
輔

②
吉
田
信
博
▽
４
・
５
位

グ
ル
ー
プ
＝
①
服
部
正
廣

②
水
野
達
彦

▼
成
績
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

▽
１
位
グ
ル
ー
プ
＝
①

林
マ
チ
子
②
千
崎
博
子
▽
２

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
小
南
和

子
②
木
村
加
代
子
▽
３
・
４

位
グ
ル
ー
プ
＝
①
鶴
本
ワ

カ
ヨ
②
桑
原
和
枝

▼
成
績
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス　

▽
Ａ
パ
ー
ト
＝
①
佐

伯
慎
之
輔
・
舟
越
和
子
②
牧

瀬
信
篤
・
桑
原
和
枝
▽
Ｂ

パ
ー
ト
＝
①
町
田
正
憲
・
林

マ
チ
子
②
林
琢
人
・
千
崎
博

子
▽
Ｃ
パ
ー
ト
＝
①
田
中

朗
・
幸
田
巡
子
②
河
野
三
郎
・

吉
田
信
博

企
業
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
結
果

●
役
場
企
画
財
政
課

12
月
13
日
、
町
立
体
育

館
で
企
業
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
町

内
の
企
業
６
社
10
チ
ー
ム

が
参
加
。
当
日
は
、
寒
さ

を
吹
き
飛
ば
す
プ
レ
ー
ば

か
り
で
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
成
績　

①
（
株
）
バ
ー
ム
ス
福
岡
②
鞍

手
板
金
③
（
株
）
門
倉
剪
断
工
業

男
女
（
み
ん
な
）
で
学
ぼ
う

●
鞍
手
町
農
業
女
性
の
会

12
月
５
日
、
あ
す
ば
る
出
前
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
味
噌
づ
く
り

と
カ
ル
タ
を
使
っ
て
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
味

噌
づ
く
り
か
ら
、
材
料
は
す
べ
て
町
で

収
穫
さ
れ
た
も
の
を
使
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
味
噌
づ
く
り
も
カ
ル
タ

も
楽
し
か
っ
た
」、

「
遊
び
の
中
で
男

女
共
同
参
画
を
学

べ
る
の
は
と
て
も

よ
か
っ
た
」
な
ど

の
声
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
母の着物をツーピースにリフォームし
ました。色柄が地味だったので、出来
上がりが心配で
したが、思いの
ほか気に入った
ものが出来まし
た。

「サヤ」に入れて焼成しました。季節
の草花を入れると、その花も花器も一
段と映えます。私の心も自然に癒され
るのが不思議です。

７−2010.１

真鍋ナミ子さん
（新延）

安増千恵子さん
（小牧）

Relay Essay

先
日
、初
め
て
献
血
を
体
験
し
ま
し
た
。

15
年
前
、
私
の
父
は
心
臓
の
病
気
で
手

術
を
受
け
、
手
術
前
に
自
分
の
血
液
を
ス

ト
ッ
ク
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足

り
ず
に
輸
血
を
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。
当

時
小
学
生
だ
っ
た
私
に
は
詳
し
く
知
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
そ
の
話
を
聞
き
、
そ
の
恩
返
し
の

た
め
に
献
血
に
行
こ
う
と
思
っ
た
の
で

あ
る
。

献
血
に
は
大
き
く
分
け
て
、
二
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
、
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
、
成
分
献
血
の
３
種
類
が
あ
り
、
私
は

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
を
行
っ
た
が
、

10
～
15
分
程
で
終
わ
り
、
献
血
後
の
休
憩

も
含
め
て
も
１
時
間
も
か
か
ら
な
い
。
献

血
さ
れ
た
血
液
は
使
用
期
限
が
３
週
間

ま
で
で
、
交
通
事
故
な
ど
の
大
掛
か
り
な

手
術
で
は
、
10
リ
ッ
ト
ル
も
の
輸
血
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
、
献
血
翌
日
に
は
大
半

が
輸
血
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

献
血
セ
ン
タ
ー
の
方
の
話
に
よ
る
と
、

特
に
16
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
い
世
代

の
献
血
が
、
こ
こ
10
年
間
で
９
万
人
か
ら

５
万
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
ま

た
年
間
を
通
し
て
今
の
寒
い
冬
の
時
期

が
一
番
献
血
さ
れ
る
方
が
少
な
く
、
現

在
、
血
液
が
足
り
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
私
は
Ａ
型
で
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
さ

れ
て
い
な
い
血
液
型
か
と
思
っ
た
が
、
Ａ

型
は
献
血
者
も
多
い
が
、
そ
の
分
輸
血
を

受
け
る
方
も
多
い
た
め
、
十
分
足
り
て
い

る
血
液
型
で
も
な
い
そ
う
で
あ
る
。

自
分
自
身
も
い
つ
輸
血
を
受
け
る
側
に

回
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分
の
献
血
が

命
を
助
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
、
ま
た
献
血
に
行
こ
う
と
思
う
。

次
回
は
、
佐
藤
治
幸
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
永　
　

慎
さ
ん
（
中
山
・
26
歳
）

　自己紹介を
須藤明日香です。昭和59年

生まれの25歳、鞍手町八尋に
住んでいます。

　現在のお仕事は
小規模多機能ホームひいらぎ

に勤務しています。主な仕事は、
ひいらぎを利用されている方の
日常生活のお世話や介護をして
います。

　大変なところややりがいは
まだ経験が少ないので、戸

惑ったり、悩んだりすることが
多いですが、周りの先輩方にア
ドバイスをもらいながら日々、
頑張っています。とても充実し
ています。利用者の方とコミュ
ニケーションを取ることが難し
いときもありますが、やさしい
利用者の方々から逆に助けられ
ています。自分のできることは
小さなことだけど「ありがとう」
の一言をもらえるたびに次も頑
張ろうと思うんです。また、人
生の先輩と接することで視野が
広がっています。

　休日は何をしていますか
友達とショッピングやランチ

に行くことが多いですね。ＤＶ
Ｄもよく見ます。お笑いのＤＶ
Ｄはとっても面白いですよ。

　将来の夢や目標は
神社や仏閣に興味があるの

で、京都へ旅行に行きたいです。
将来は、癒しの介護が出来

るようになりたいと思っていま
す。そしていろんな人との出会
いを大切にして自分の糧にして
いきたいと思っています。

やんぐとーく

　

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
「
あ

り
が
と
う
」
の
一
言
を
も
ら
え
る
た
び
に
次
も
頑
張

ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

　

将
来
は
、
癒い

や

し
の
介
護
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
の
出

逢
い
を
大
切
に
し
て
自
分
の
糧か

て

に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

須藤明日香さん
勤務●小規模多機能ホームひいらぎ

VOL
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町で頑張る若者を
紹介する
コーナーです。


